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歯
の
治
療
を
受
け
る
方
ヘ

(2) 報

歯
は
私
た
ち
の
健
震
に
深
い
関
係

を
も
っ
て
い
ま
す
仇
で
、
常
に
歯
の

衛
生
児
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
歯
や
歯
ぐ
き
の
病
気
に

な
っ
た
ら
一
日
も
早
く
治
療
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

歯
科
の
治
療
を
受
け
る
場
合
、
診

察
、
検
査
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
診
断
、
投

薬
、
注
射
、
理
学
療
法
、
処
置
及
び

手
術
、
麻
酔
、
歯
冠
修
復
(
歯
の
悪

く
な
っ
た
部
分
を
削
り
、
そ
の
部
分

K
つ
め
た
り
、
か
ぶ
せ
た
り
し
て
歯

を
元
ど
う
り
に
す
る
こ
と
)
及
ぴ
欠

損
補
綴
(
歯
の
抜
け
た
と
こ
ろ
に
入

れ
酋
等
を
入
れ
る
こ
と
)
な
ど
通
常

必
要
と
す
る
治
療
は
全
部
保
険
が
通

用
し
ま
す
。
ま
た
こ
の
場
合
の
患
者

の
負
担
す
る
額
は
次
の
と
お
り
で
す

ω
健
康
保
険
の
本
人

初

診

時

二

O
O
円

ω
国
民
健
康
保
険
及
び
健
康
保
険

の
家
族保

険
治
療
費
の
三
割

健
康
保
険
、
国
民
健
慶
保
険
等
は

疾
病
負
傷
に
対
し
給
付
を
行
う
保
険

で
す
の
で
次
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い

て
は
給
付
で
き
ま
せ
ん
。

ω
健
康
診
断

ω
歯
列
き
ょ
う
正
(
歯
並
ぴ
を
そ

広町和昭

ろ
え
る
治
療
)
や
美
容
を
目
的
と

す
る
も
の
。

ω
虫
歯
の
予
防
(
歯
に
フ
ッ
ソ
を

塗
布
す
る
方
法
等
)

こ
の
ほ
か
通
常
必
要
と
す
る
治
療

外
の
治
療
(
特
殊
な
材
料
な
ど
を
使

用
す
る
治
患
に
つ
い
て
も
給
付
出

来
ず
、
従
来
い
わ
ゆ
る
差
額
徴
収
治

療
(
そ
の
治
療
に
要
す
る
費
用
か
ら

保
険
給
付
額
を
若
レ
引
い
た
額
を
患

者
が
負
担
す
る
治
療
)
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
は
七
月

三
十
一
日
限
り
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た

し
か
し
通
常
必
要
と
す
る
治
療
は
従

来
ど
お
り
十
分
な
保
険
治
療
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
ど
う
し
て
も
患
者
が
金

や
白
金
加
金
等
の
特
殊
な
材
料
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
歯

科
医
師
と
十
分
話
し
合
い
金
額
に
つ

い
て
も
墨
但
書
等
に
よ
っ
て
確
認
さ

れ
納
得
さ
れ
た
う
え
で
治
療
を
行
っ

て
下
さ
い
。
こ
れ
が
歯
科
医
に
か
か

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

な
お
、
歯
科
治
療
に
関
す
る
お
た

ず
ね
又
は
と
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら

役
場
国
保
窓
口
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
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(3歯以上は入れ歯で)

3歯以上

14金、金パラ、銀合金
金銀パラジウム合金(金.，~ラ)
ニッケルクロム合金

金合金、白金加金

アマルガム

合成樹脂(レジン)

金ぱ〈 金昌

国
:
保
:
・
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:
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特別組問陶歯(ポーセレン)

保
険
の
し
く
み
は
、
収
入
に
応
じ

た
保
険
税
を
納
め
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
た
め
托
そ
な
え
て
い
ま
す
。

病
気
に
な
っ
た
ら
医
師
の
指
示
托

し
た
が
い
、
健
康
の
増
進
に
つ
と
め

一
日
も
早
く
治
す
こ
と
が
大
切
で
す

不
養
生
で
、
病
気
を
た
び
た
び
く

り
返
し
た
り
、
医
師
を
転
々
と
か
え

た
り
す
る
こ
と
は
医
療
費
の
ム
ダ
使

14金をこえる金合金、白金加企

医
師
が
治
療
効
果
や
病
状
の
経
過
を

見
て
い
る
聞
が
ま
て
な
い
で
、
せ
っ

か
ち
に
あ
の
医
者
、
こ
の
医
者
と
転

々
す
る
こ
と
は
か
え
っ
て
医
療
効
果

は
得
ら
れ
ず
、
損
。

い
で
、
一
生
の
聞
に
は
あ
な
た
の
生

命
に
も
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

「
保
険
税
は

い
ざ
と
い
う
と
き
の

タ
メ
に
」

健
康
に
心
が
け
て
、
医
師
に
か
か

る
こ
と
の
な
い
人
も
多
勢
い
ま
す
。

医
師
に
か
か
る
人
は
、
み
ん
な
で

出
し
あ
っ
た
保
険
税
を
使
わ
せ
て
も

ら
う
と
い
う
心
を
も
ら
、
健
康
は
お

金
で
は
買
え
な
い
宝
で
あ
る
こ
と
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
問
閣
閉

診
察
に
は
医
師
の
診
療
時
閣
内
に
い

く
。
朝
か
ら
悪
い
の
に
夜
半
に
な
っ

て
不
安
に
な
り
、
医
師
を
お
こ
す
な

ど
は
よ
い
治
療
条
件
で
は
な
い
。



報広町和昭(3) 

国
立
医
大
取
付
道
着
手

町道・昭和玉穂線

町
道
・
昭
和
・
玉
穂
線
(
国
立
医

大
取
付
道
)
道
路
改
良
事
業
の
橋
脚

工
事
が
九
月
十
日
か
ら
始
ま
り
ま
し

た。
こ
の
橋
脚
工
事
は
、
身
延
線
、
常

永
駅
近
く
を
越
す
た
め
二
工
区
に
分

け
ら
れ
、

一
工
区
(
身
延
線
北
側
)

五
基
を
、
施
行
業
卓
司
長
田
組
土
木

盛
山
会
社
、
二
工
区
(
身
延
線
南
側
)

四
基
、
施
行
業
者
、
名
工
建
設
株
式

会
在
甲
府
支
屈
が
請
負
、
完
成
予
定

の
昭
和
五
十
二
年
三
月
二
十
五
日
め

ざ
し
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
に
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

入
居
者
三
月
上
旬
募
集

宅建設

昭
和
日
・
年
度
計
画
の
町
営
住
宅
6

戸
が
、
上
河
東
常
永
住
宅
団
地
K
日

年
9
月
1
日
に
着
工
し
、
臼
年
2
月

刊
日
完
成
を
目
標
に
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

第
二
種
住
宅
6
戸
、
構
造
は
簡
耐

二
階
建
で
6
戸
一
棟
で
す
。

工
事
請
負
者
株
式
会
社

古
屋
工
務
庖

〈
入
居
者
の
資
格
〉

一
、
町
内
に
住
所
茂
ひ
勤
務
場
所
を

有
す
る
者
で
あ
る
乙
と
。

町営住

ニ
、
現
に
同
居
し
、
文
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

=
一
、
公
営
住
宅
法
K
基
づ
く
基
準
の

収
入
者
で
あ
る
お
匂

第
二
種
住
宅
は
三
万
六
千
円
以
下

で
あ
る
こ
と
。

四
、
現
に
住
宅
K
困
窮
し
て
い
る
乙

と
が
明
ち
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
入
居
者
の
募
集
は
、
二
月

下
旬
に
行
な
い
ま
す
の
で
、
希
望

の
あ
る
方
は
、
そ
の
際
申
し
込
ま

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

!農!
!道 1
l舗 l
!装!
i事 i
!業(

八

月

発

注

令

1. 

上
河
東
農
道

施
工
業
者

一
、
三
四
八
メ

2. 

丸
浜
舗
道
控
室

社

中
島
l
押
越
農
道
四
九
九
メ

ー
ト
ル

施
工
業
者
盤
的
会
社
丸
徳
組

築
地
!
飯
喰
農
道
四
五
0
メ

ー
ト
ル

施
工
業
者

3. 

!町!
!道!
l舗|
!装!
j復 j社山
!旧 J 東

l事|塁
!業!雇

式

八

月

発

注

令

町
道
西
条
二
区
四
号
線

メ
ー
ト
ル

施
工
業
者
丸
浜
舗
道
盛
山
会
社

完
成
予
定
昭
和
五
十
一
年
九
月
三

十
日

各
工
事
附
近
の
関
係
者
に
は
…

…
何
か
と
C
不
便
を
お
か
け
し
ま
…

一
す
が
、
工
事
K
C
協
力
を
お
願
…

…
い
い
た
し
ま
す
。

五
O
五



(4) 報広町和日百

-
M
部
品
出
品
添
脅
胸
部

ふ
た
ば
ク
ラ
ブ

n
問
布
告
1

間
部
品
布
脅

が
い
っ
し
ょ
に
な
り
講
師
の
県
立
青

少
年
科
学
セ
ン
タ
ー
の
一
ノ
瀬
正
造

先
生
の
指
導
を
受
け
、
使
い
な
れ
な

額
ぶ
ち
作
り
を
・
:

い
ナ
イ
フ
や
定
規
を
手
に
し
な
が
ら

ふ
た
ば
ク
ラ
ブ
(
家
庭
教
育
学
級

O
B会
)
で
は
、
夏
休
み
の
八
月
十

九
日
午
前
九
時
か
ら
、
申
央
公
民
館

一
日
中
、
完
成
を
め
ざ
し
熱
心
に
額

ぷ
ち
作
り
に
励
み
ま
し
た
。

の
和
室
で
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
の
あ
き
箱

を
利
用
し
て
額
ぶ
ち
を
作
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
お
母
さ
ん
と
子
ど
も

り
っ
ぱ
に
出
来
上

が
っ
た
額
ぷ
ち



(5) 

お
年
寄
り
に
愛
の
手
を

九
月
十
五
日
は
撃
也
の
日
で
し
た

町
民
は
六
十
五
才
以
上
の
お
年
寄
り

が
五
五

O
人
お
り
ま
す
。
お
年
寄
り

の
幸
わ
せ
を
願
い
、
長
寿
を
祝
お
う

と
、
各
部
落
で
は
い
ろ
い
ろ
な
催
し

を
行
な
っ
た
。

こ
の
催
し
に
町
で
も
ほ
ん
の
一
部

に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
負
担
を
い
た
し
ま

i-
し
た
。
ま
た
七
十
五
才
以
上
の
お
年

i
一
寄
り
に
七
千
円
を
町
独
自
で
、
県
で

は
七
十
五
才
J
八
十
七
才
ま
で
に
三

千
円
を
、
八
十
八
才
以
上
の
お
年
寄

り
K
五
千
円
を
お
祝
と
し
て
十
五
日

の
撃
七
の
日
K
各
部
落
の
民
生
委
員

を
通
し
て
お
く
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
一
日
中
フ
ト
ン
の
中
K

入
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
、
早
く
病
気

が
治
っ
て
ほ
し
い
。
と
社
会
の
た
め

に
つ
く
し
て
こ
ら
れ
た
お
年
寄
り
に

町
は
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
て
い
ま
す
。

広町和昭

ホームヘルパーの小宮山さんが、ねたきりのお年寄り

のお宅を訪門し、身のまわりのお世話や、話し合い手と

なり、おとしよりの方々に大変よろこばれています。

今
年
の
夏
も
連
日
三
十
度
を
乙
え
る
暑
さ
が
つ
づ
き
、
社

会
体
育
行
事
も
炎
天
下
の
中
で
、
体
力
づ
く
り
と
親
睦
を
目

的
に
盛
大
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
部
落
対
抗
球
技
大
会
は
各
種

自
民
熱
戦
が
見
ら
れ
、
最
近
急
激
K
人
口
の
増
え
た
上
河
東
、

阿
原
、
西
条
一
区
な
ど
の
善
戦
が
見
ら
れ
、
例
年
に
な
い
接

戦
が
多
く
大
会
関
係
者
や
応
援
の
人
た
ち
の
注
目
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
野
球
チ
l
ム
は
中
巨
摩

郡
予
選
大
会
に
優
勝
し
県
大
会
に
出
喝
惜
し
く
も
優
勝
は

の
が
し
た
も
の
の
、
県
下
K

M

昭
和
M

の
名
を
高
め
ま
し
た
。

大勢の応援を集めたスポーツ少年野球チーム

〈緑ケ丘球場で〉

第
二
十
七
回
、
中
巨
摩
郡
体
育
祭

(
七
月
二
十
五
日
)

成
績
総
合
五
位

種
目
別

パ
ト
ミ
ン
ト
ン
女
子
体
操
優
勝

庭
球
・
銃
剣
道
準
優
勝
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
・
三
十
五
才
以
上
ソ
フ
ト
・
ソ
フ

ト
・
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
男
子
三
位
-

個
人
(
陸
上
)

三
十
才
台
走
巾
跳
優
勝
.
井
口

鶴円。
四
十
才
ム
ロ
砲
丸
投
優
勝
、
鷹
野
敏

夫
、
準
優
勝
、
田
中
有

四
十
才
台
走
高
跳
準
優
幡
町
山
田

正
寛五

十
才
ム
口
一

0
0
メ
ー
ト
ル
三
位

中
込
孝
一
。
一
般
女
子
八

0
0
メ
ー

ト
ル
三
位
河
西
て
る
み
。

水
泳
個
人

一
般
塁
ナ
五
0
メ
ー
ト
ル
自
由
形

背
泳
ぎ
優
勝
戸
島
修
。

五
O
才
以
上
五

0
メ
ー
ト
ル
自
由

形
優
勝
桑
原
丑
寅

年
令
別
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

八
月
八
日

優
勝
河
東
中
島
、
準
優
勝

喝
三
位
西
条
一
区
。

年
令
別
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

八
月
二
十
九
日

男
子
優
勝
西
条
二
区
、
準
優
勝

河
東
中
自
司
三
位
上
河
東

女
子
優
勝
西
条
二
区
、
準
優
勝

河
西
、
三
位
清
水
新
居

押



(6) 

き
わ
や
か
サ
イ
ク
リ
ン
グ

報

秋
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
家
族
と
と
も
に
、
ま
た
友

人
と
と
も
に
、
き
わ
や
か
な
秋
の
日

ざ
し
の
中
、
健
康
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

ム
寸
回
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
つ
い

て
書
い
て
み
ま
し
た
の
で
参
考
に
し

て
下
さ
い
。

ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
ね
ら
い

サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
は
、
自
転
車

と
い
う
簡
単
な
機
械
力
と
人
閣
の

身
体
運
動
と
の
組
合
せ
に
よ
っ
て

楽
し
む
レ
ク
リ
ェ

l
シ
ョ
ン
活
動

で
あ
り
、
自
然
を
相
手
に
し
な
が

ら
旅
を
す
る
こ
と
が
大
き
な
ね
ら

い
で
あ
り
ま
す
。

Z

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
種
類

①
ポ
タ
リ
ン
グ
リ
「
ぶ
ら
つ
く
」

と
い
う
意
味
で
短
か
い
距
離
を

の
ん
び
り
走
る
も
の
で
、
家
族

づ
れ
、
二

j
三
人
の
仲
間
同
志

初
心
者
に
よ
い
。
一
般
に
三
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

②
日
帰
り
サ
イ
ク
リ
ン
グ

こ
れ
は
五
十
キ
ロ

J
百
二
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
を
日
帰
り

ま
た
は
一
泊
二
日
ぐ
ら
い
で
走

る
も
の
で
あ
り
、
あ
る
程
度
の

広町和昭

3. 

体
力
と
技
術
を
必
要
と
す
る
も

の
で
、
集
団
で
行
な
う
場
合
は

班
別
な
ど
の
方
法
に
よ
っ
て
、

細
か
い
計
画
を
た
て
る
必
要
が

あ
る
。

③
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ン
グ

本
格
的
な
自
転
車
旅
行
で
、

一

週
間
以
上
-
数
百
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
も
の
長
距
離
旅
行
す
る
も
の

で
あ
る
。

④
サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

こ
れ
は
、
テ
ン
ト
炊
事
用
具
な

ど
一
式
を
自
転
車
K
積
ん
で
走

り
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む
も
の
で

あ
る
。

⑤

フ

ァ

ー
ス
ト
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

一
般
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
よ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
的
色
彩
の
濃
い
も
の

で
時
速
二
十
五
J
三
十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
ス
ピ
ー
ド
で
快
走
す

る
楽
し
さ
を
主
眼
と
し
た
も
の

で
あ
り
、
若
干
の
技
術
と
経
験

を
必
要
と
す
る
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
計
画

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
く
す
る

た
め
に
も
、
事
故
防
止
の
上
か
ら

も
、
あ
ら
か
じ
め
計
画
を
た
て
、

目
的
地
や
コ

l
ス
を
調
べ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

①
コ
ー
ス
の
選
び
方

目
的
、
種
類
に
よ
っ
て
、
ア
ウ

ト
ラ
イ
ン
を
決
め
、
途
中
で
充

分
楽
し
め
る
よ
う
な
コ

l
ス
を

選
び
、
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、

弱
い
人
や
一
番
経
験
の
少
な
い

人
、
速
力
の
で
な
い
車
を
標
準

K
計
画
を
た
て
る
よ
う
に
す
る

②
道
路
の
選
び
方

国
道
や
街
道
筋
は
さ
け
、
交
通

量
の
少
な
い
林
間
や
田
園
の
道

路
を
選
び
、
峠
は
虫
号
ノ
が
短
か

く
下
り
の
長
い
方
、
帰
り
は
追

風
と
な
る
よ
う
な
コ

l
ス
が
望

ま
し
い
。

③
集
合
・
休
憩
・
解
散

集
合
は
常
に
時
間
を
守
り
、
休

憩
は
景
色
の
ょ
い
と
こ
ろ
か
、

見
学
地
等
に
よ
り
一
時
間
ご
と

に
十
分
く
ら
い
と
る
と
よ
い
。

朝
は
早
く
た
ち
、
早
め
に
終
る

よ
う
に
す
る
。

④

地

図

H
地
図
は
必
ず
塘
行
す

ザ。。

4

実
施
上
の
留
意
点

①
出
発
前
の
注
意

ア
、
前
夜
は
充
分
睡
眠
を
と
る

ィ
、
出
発
前
に
自
転
車
を
点
検

す
る
。

②

班

編

成

十
名
以
上
の
場
合
は
班
を
編
成

し
て
、
班
長
、
副
班
長
を
参
加

者
の
中
か
ら
選
出
す
る
。

③

走

行

隊

形

班

長

副

班

長

ム
@
l
O
1
O
l
o
-
-
:
:

・

隊
形
は
、
体
力
の
弱
い
者
、
経

験
の
少
な
い
者
を
列
の
前
K
お

ノ
¥
。

5. 
④
走
行
中
の
注
意

班
長
は
ぺ
|
ス
メ
ー
カ
ー
と
し

て
速
度
を
調
節
し
、
た
え
ず
班

員
の
様
子
に
注
意
す
る
。
交
通

法
規
を
守
り
、
ス
ピ
ー
ド
競
争

な
ど
他
人
民
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
す
る
。

⑤

服

装

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
服
装
は
、
腕

の
運
動
明
脚
の
屈
伸
運
動
の
自

由
な
も
の
が
よ
い
。

上
衣
H
ス
ポ
ー
ツ
シ
ャ
ツ
、
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
、
J

ン
ャ
ン
パ

ー
、
セ
ー
タ
ー
等
。

ズ
ボ
ン
H
エ
ラ
ス
テ
ィ
ク
の
ズ

ボ
ン
、
ニ
ッ
カ
|
ズ

ボ
ン
、
シ
ョ
ー
ト
パ

ン
ツ
。

帽
子
H
晴
雨
に
か
か
わ
ら
ず
用

意
す
る
。

王
袋
リ
寒
暖
に
か
か
わ
ら
ず
着

用
す
る
。

靴

U
短
靴

雨
具
H
簡
単
な
も
の
を
常
に
用

意
す
る
。

⑥
修
理
工
具
リ
ド
ラ
イ
バ
ー
、

プ
ラ
イ
ヤ

l
、
モ
ン
キ
ー
レ
ン

チ
、
板
ス
パ
ナ
セ
ッ
ト
、
チ
ェ

ン
切
り
、
パ
ン
ク
修
理
セ
ッ
ト

等走
行
距
離
の
標
準

普
通
、
平
地
の
コ

l
ス
で
楽
に
走

れ
る
距
離
の
標
準
は
次
の
と
お
り

で
す
。

初
心
者
(
三
回
位
ま
で
の
人

)
H

四
十
J
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

小
学
生
(
中
学
年

)
H一一一十
J
四

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

小
学
生
(
官
畢

J

年
)
H四
十
J
五

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

中
学
生
日
六
十
J
七
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル

高
校
生
H
六
十
J
八
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル

成
年
女
子
H
六
十
J
七
十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル

成
年
男
子
H
七
十
J
九
十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル

健
脚
男
子
H
百
J
百
二
十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル

美
し
い
秋
晴
れ
の
中
、
ど
う
か
快

適
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。人

名
用
漢
字
が

追
加
に
な
り
ま
し
た

昭
和
五
十
一
年
七
月
三
十
日

付
で
人
名
用
漢
字
が
次
の
と
う

り
追
加
に
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

允

佑

冴

喬

。怜

沙

杏

梓

渚旭

+間

梨紘

瞳

茜紗

葵

瑠

芙

翠

耶

那

阿

隼

鮎

f忠絢藍



報

家 い
つ
で
も
、
ど
ニ
で
も
、
だ
れ
で
も

交
通
安
全
の
「
愛
の
声
」
を
グ

和

ムあの事故も、スピードの出し過ぎだそう

だ。ゆっくり運転を心掛けよう。

ム今日も事故にあわぬよう気をつけよう。

お茶を飲むとき・食事どき

で庭

広町昭(7) 

ム酒を飲んだら絶対運転しないでね。

ム夜は目立つものを身につけて出ましょう

ね。

ム時聞には余裕をもって出かけなさいね。

ムあのお客さんは、車ですから、お酒は出

ム道路で遊ばないでよ。

情
況
に
よ
っ
て
声
を
か
け
よ
う

奥
さ
ん
、
こ
ど
も
さ
ん
が
道
路
へ

出
ま
し
た
よ
。

荷
物
が
大
き
い
の
で
気
を
つ
け
て

ね。商
屈
街
の
駐
車
場
を
利
用
し
て
下

さ
い
。

お
酔
い
の
よ
う
で
す
ね
。
タ
ク
シ

ー
を
呼
び
ま
し
ょ
う
か
。

自
転
車
は
も
っ
と
端
の
方
ヘ
キ
チ

ン
と
止
め
ま
し
ょ
う
。

奥
さ
ん
、
こ
ど
も
さ
ん
の
手
を
つ

な
い
で
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

さないようにしましょうね。

電気料金値上げに係る措置
についてお知らせ

グ奥さん、 お願いですグ

一東京電力-

9月1日より電気料金が改定されましたが、一

「老人を災害から守ろう」運動

甲府消防本部では、昭和 48年より、老人を災

部特別措置を講ずることといたします。
害から守ろう運動として独居老人の訪問を行ない

。生活保護家庭に対する特別措置

定額電灯、または従量電灯甲、乙のお客さまで
災害発生危険排除に努めてまいりました。

生活保護法第 11条第 1項(生活扶助)の保護を
しかし全国的K見ると、毎年老人の焼死事故が

受けておられる場合につきましては、お申し出比非常に多いという結果lとなっております。老人の

より昭和 52年 3月 31日までの期聞に限り、日安全対策は我々消防人と老人独自の活動では、最

料金単価で料金を計算します。
近の災害の複雑性から十二分にその安全を確保す

。農事用電力使用に対する特別措置

農事用電力とは、農業用のため季節的K一定期
ることはでき得ない状況であります。そこで、み

間電力を使う場合で、使用しない場合は基本料金
なさま方、独居老人宅の近隣にお住いの方々にと

は払わなくてよいことと、料金が約半値になりま火災等の災害時協力を願い、地震をはじめ、水、

す。また救急の要請などなにかとと協力を賜わり、人

適用範囲

米・麦・果樹・そ菜の食用K使う場合に加え、桑

生の年輸を経ることによってのみ知る心の安らぎ

かんがい用。
と生命の安全を守るためC協力くださいますよう

農事電力措置の適用を受ける方は、役場、振興
お願い申しあげます。

課へ申し込んで下さい。一甲府消防本部一



(8) 

。第 26期消費生活講座受講生募集O

O 講座のねらい
この講座では自主的かっ合理的に行動する生活
者として必要な基機知識を提供します。

O 受講対象者…だれでも受講でき、全て無料です。
O 会場…消費生活センター研修室(県庁東別館内)
O 定員、締切日…定員 50名

締切日… 51年 10月12日(火)定
員になり次第締切ります。

O 申し込み先・問い合わせ先
昭和町役場総務課 TEL055275ー2111 

報広町和昭

家
庭
教
宣
子
級
生
募
集

幼
児
学
級

対
象
者
二
才
j
五
才
児
を
持
つ

母
親

五
十
一
年
十
一
月
J
五

十
二
年
一
月
ま
で

毎
週
木
曜
日
、
午
後
一

時
J
三
時
(
十
回
)

昭
和
町
中
央
公
民
館

幼
児
の
理
解
、
健
康
問

題
、
そ
の
他

期内 会
児
童
学
級

対
墾
台

第21回

山梨県勤労者美術展公募 間容場

小
学
校
一
年
生
を
持
つ

母
親

五
十
一
年
十
二
月
j
五

十
二
年
三
月
ま
で
、
毎

週
水
曜
日
、
午
後
一
時

j
三
時
(
十
回
)

昭
和
町
中
央
公
民
館

幼
児
の
心
理
、
日
常
生

活
と
し
つ
け
、
親
子
の

関
係
、
病
気
の
予
防内

そ
の
旬

受
講
希
望
者
は
十
月
二
十
日
ま
で

に
昭
和
町
中
央
公
民
館

(
T
E
L
・

三
七
三
七
番
)
ま
で
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。 期

間

内会

容場

とき

昭和 51年 11月 19日(金)----2 1日(日)

原則bとして審査対象となった全作品を展示する。

山梨県民会館展示会場

公募規定

(1) 応募資格

県内の事業所、又は官公署に働く勤労者でアマ

チュア K限る。

(2) 種目

絵画(日本画・油彩・水彩・パス類〉

書道(漢字・かな・近代詩文・刻字)

写真(単写真・白黒及びカラー〉

いづれも未発表作品であること。

搬入日時 51年 11月 16日(火)AM10時----Pl¥t15時

及び会場 県民会館地下展示会場

~なおくわしいことは役場振興課へ~

昭
和
幹
部
派
出
所
が
昭
和
警
察
官
駐
在
所
に

昭
和
幹
部
派
出
所
が
昭
和
警
察

官
駐
在
所
に
変
り
、
前
任
者
の
大

原
一
夫
部
長
が
市
川
署
へ
、
後
任

者
K
北
原
純
二
巡
査
が
着
任
し
ま

し
た
。

北原巡査

横
内
美
保
子
父
和
美
築
地
新
居
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h

y

ノ

、

V
中

島

竜

也
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吉

郎
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条

二

区

一

…

パ
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L
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の
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板
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優

也

父

好
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西

条

二

区

一

一
d

よ
当
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石

井

智

父

智

久

西

条

一

一

区

一

一

引

け

れ

γ
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保

阪

奈

緒

父

修

西

条

二

区

一

一
，

d

k

p
い

¥

山

本

秀

都

父

昇

一

紙

漉

阿

原

一

山

本

利

夫

父

清

西

条

二

区

一

~

昭

和

五

十

一

年

六

月

樋

口

綾

子

父

武

仁

河

西

~

~

二

十

一

日

以

降

石

川

ク

ミ

子

父

秀

男

上

河

東

v

一

婚

姻

細

田

浩

司

父

忠

男

上

河

東

一

)

寺

町

彰

博
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本

利

信

父

利
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〔

西

条

二

区

~

角

田
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子

五

味

紀

子
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一

v

涌

井

俊

明

河
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徹
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一

高

橋

ト

ミ

渡
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林
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~

石

原

章

裕

父

高

明

押

越

~

~

出

生

堀

之

内

政

樹

父

法

政

河

西

一

一

雨

宮

亮

父

康

林

奈

美

父

正

美

清

水

新

居

~

~

河

東
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島

大
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